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『コロキア』同人規約 
 

１  本会は慶應義塾大学大学院文学研究科英米文学専攻『コロキア』同人と称する。 
２  本会は会誌『コロキア』の編集・発行を通じて会員・準会員の英米文学および英語学、

言語学の研究の促進をはかることを目的とし、年一回以上の発行を目指す。 
３  会員は慶應義塾大学大学院文学研究科英米文学専攻修士・博士課程の在学者、研究生

とし、修了者、その他特に編集委員会の承認を得た者は準会員とする。脱会に関して
はすべて編集委員会の了承を必要とする。 

４  編集委員会は編集長一名、財務一名、名簿担当一名、及び編集委員によって構成され
る。原則として編集長、財務、名簿担当は博士課程二年生に置かれ、編集委員は残る
博士課程二年生および特に選出された二名の博士課程一年生からなる。 

５  本会の会計年度は、毎年 4月 1日より始まり、翌年 3月 31日に終わる。 
６  『コロキア』同人は主に運営費および会誌執筆者の執筆料によって運営される。運営

費および執筆料は財務が毎年定める。 
７  前年度決算報告は、翌年度 4月ガイダンス終了後に行い、会員の承認を得る。 
８  『コロキア』編集・発行に関わる案件は、編集委員会で討議の上、原則として編集長

が判断、決定する。但し、規約の改正および特に会員による討議を必要とすると編集
長が判断した案件については、編集長が『コロキア』同人総会を招集し、そこにおい
て討議する。 

９  『コロキア』同人総会は、会員の四分の三以上の出席をもって成立し、議案は出席者
の三分の二以上の賛成により決議される。 

１０ 編集長の解任動議は、規約 6 条に関わらず会員の三分の一以上の署名をもって発議さ
れ編集委員の一人が暫定的に議長を務める解任会議において討議される。解任会議は
運営員の四分の三以上の出席をもって成立し、解任動議は出席者の四分の三以上の賛
成により決議される。 

１１ 投稿規定については別に定める。 
１２ 『コロキア』同人の住所は、東京都港区三田 2-15-45 慶應義塾大学大学院校舎 6 階自

治会室内とする。 
 

補則１ 上記「『コロキア』同人規約」は 1999 年 4月 7日をもって発効する。 
（改定 2013 年 4月 4日 発効） 

 
 

『コロキア』投稿規定 
 

１ 投稿資格は『コロキア』会員・準会員全員が持つ。 
２ 投稿論文は未発表のものであること。ただし既に口頭で発表し、その旨明記してある場
 合はこの限りではない。 
３ 投稿論文の審査は編集委員会が行い、掲載を決定する。但し会員の投稿に当たっては、
 原則として指導教授を含む推薦人 2名からの推薦状が必要である。準会員の投稿論文に
 関してはこの限りではない。 
４ 論文の長さは原則として、和文は A4横書き 40字×40 行、英文は同じく 12ポイント×35
 行。いずれも注・書誌・図形等を含めて 20枚以内とする。 
５ 論文の書式は MLA、LSA、MHRA、APA のいずれかに従うものとする。 
６ 投稿論文は編集委員会で用意する最新のテンプレートに従い、原則としてコンピュータ
 ファイルの形で提出する。但し、提出形態、書式の細目等については当該年度の編集委
 員会が決定する。 
７ 投稿論文の著作権は、当該著者に帰属する。ただし、慶應義塾大学大学院文学研究科英

米文学専攻『コロキア』同人は当該論文について排他的に出版・電子化・公開すること
ができる。 

 
補則１ 上記「『コロキア』投稿規定」は 2002 年 4月 6日をもって発効する。 
補則２ 投稿原稿については大学院在籍者のものを主体に掲載する。 
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